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リトルリーグ関係者の皆様
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代表理事代理　織田洋文　三田正志
2014年シーズンのインターミディエット（50/70）部門
についてのガイドライン
拝啓　時下ますます清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、表題の2014年シーズンのインターミディエット（50/70）部門につきまして日本協会としてリトルリーグ各連盟及び関係者の皆様に実施概要を次の通りお知らせします。
＜参加資格＞　
年　　　齢：リトルリーグ年齢11歳～13歳
登　　　録：選手はメジャー部門トーナメントチーム（11歳~12歳）とのダブ
　　　　　　ル登録はできない。ここで述べているトーナメントチームとは、
日本ではメジャー全日本選手権大会（予選を含む）の登録チームを
指す。監督、コーチもメジャー部門と兼任できない。また、他の野
球団体に登録している選手は登録も参加もできない。
バンダリー：国際登録時に提出したリトルリーグのバンダリーを遵守しなけれ
ばならない。
合同チーム：選手数が少ない場合はこの部門に登録している近隣3リーグ以内
と合同チームを作ることができる。
＜ルールの留意点＞
バ　ッ　ト：長さ34㌅（86.4㌢）以下で、直径2-5/8㌅（6.7㌢）以下。コンポジットバットは承認されたもの以外は使用できない。リトルリーグ（メジャー以下）仕様は使用不可。
シュ　ーズ：金属のスパイクや滑り止めのついた靴が認められる。
＜全日本選手権大会＞
時　　　期：2014年５月末までに実施予定（開催地、参加チームは国際登録終　　　
　　　　　　了後に決定）。
＜国際大会出場＞
派遣　条件：全日本選手権優勝チームがアジア太平洋選手権大会、さらに同大会優勝で世界選手権大会への出場権を獲得するが、原則として参加に必要な書類作成や通訳の手配及び経費は代表チームの責任と負担で実施する。渡航の国内移動経費も代表チーム負担とする。
米国本部は2014年のインターミディエット（50/70）部門について本年10月に会議を開催し、その後、内容を発表する予定になっています。しかしながら、日本協会としては2年目シーズンを控え、この部門については上記項目の早めのアナウンスが必要と判断しました。この後、米国本部の発表で重要な変更があった場合は速やかにお知らせいたします。
初年度を終え、この部門に関しては、皆様から様々なご意見を頂きました。その中には参加資格年齢等について日本独自のローカルルール採用などの提案もありました。これらにつきましては、検討した結果、①この部門には規則の見直しなど米国本部内でもまだまだ流動的な部分を残している②そのためローカルルール採用は慎重に対応せざるを得ない③そのうえで、多くの選手にチャンスを与えるということを大原則とし④最終的にはリーグ及び連盟の良識の判断に委ねる、ということにしました。
インターミディエット（50/70）部門の2013年シーズンは、国内で４連盟の傘下リーグが国際登録を行い、３連盟の代表によって第1回の全日本選手権大会が開催されました。ご承知のように優勝した泉佐野（関西連盟）がアジア太平洋選手権を制し、世界選手権大会でも圧倒的な強さで初の世界王者の座につきました。
各連盟におかれましては発足したばかりのこの部門についてご理解を頂き、2014年シーズンへの参加を検討して頂くと共にご協力のほど、なにとぞよろしくお願いします。
なお、この件につきましてのお問い合わせはメール、または文書で協会事務局までお願いします。
敬具
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